
 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-191 高等学校 国語 論理国語  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 論国・104-901 増補新版 論理国語 

 

１．編修の基本方針 

⚫ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識・技能を培い、確かな国語力を育成する。 

⚫ 言葉の働きについて理解を深めるとともに、言葉を通して社会と関わる態度を養う。 

⚫ 論理的・批判的・創造的思考力と、他者との関わりのなかで自分の考えを深化させる力
を伸ばす。 

⚫ 現代社会の諸問題に対する幅広い関心と、言語文化の担い手としての自覚を育む。 

２．対照表 

 
 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 
第一章  

 
■世界の適切な保存 

・物事を真に「見る」とはどういうことかにつ
いて論じた評論により、真理を求める態度を
養うことを意図した。（第 1 号） 

12 頁～17 頁  

 

芸術の普遍性 

・芸術作品を鑑賞する喜びを論じた評論によ
り、豊かな情操と創造性を培うことを意図し
た。（第 1 号・第 2 号） 

・芸術の「自律性」は「近代」に確立したこと
を論じた評論により、幅広い知識と教養を身
に付けることを意図した。（第 1 号） 

18 頁～33 頁 

 

 

未来へのまなざし 

・「生きる意味を育むコミュニティー」の創造
について述べた評論により、主体的に社会の
形成に参画する態度を養うことを意図した。
（第 3 号） 

・地球環境保全をテーマにした評論により、生
命や自然を大切にする態度を養うことを意図
した。（第 4 号） 

34 頁～53 頁 

 

 

言語と思考 

・事物を抽象的にとらえる利点について述べた
評論、言語と思考の関係について述べた評論
により、幅広い知識と教養を身に付け真理を
探究する態度を養うことを意図した。（第 1 
号） 

54 頁～73 頁 

 

 

歴史と文明 

・「近代」「科学・技術」について述べた評論
により、幅広い知識と教養を身に付け、真理
を求める態度を養うことを意図した。（第 1 
号） 

74 頁～93 頁 
 

 

メディアと大衆 

・現代社会の仕組み・構造を「群衆」「スポー
ツ」などの観点で分析した評論により、幅広
い知識と教養を身に付け、真理を求める態度
を養うことを意図した。（第 1 号） 

94 頁～111 頁 
 



 

 

人間の豊かさ 

・「利他」「贈与」「所有」について述べた評
論により、自他の敬愛と協力を重んずる態
度、個人の価値を尊重する態度を養うことを
意図した。（第 2 号・第 3 号） 

112 頁～131 頁 
 

 

社会の枠組み 

・地球環境保全をテーマにした評論により、生
命や自然を大切にする態度を養うことを意図
した。（第 4 号） 

・戦後日本社会の構造を分析し、近代的な自由
の意味を問う評論により、正義と責任などを
重んずるとともに、公共の精神に基づき、主
体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与
する態度を養うことを意図した。（第 3 号） 

132 頁～163 頁 

 

 

人間の可能性 

・人間の「自由」を芸術作品と関連付けながら
論じた評論により、個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培うことを意図
した。（第 2 号） 

・「友情」について文学作品と関連付けながら
論じた評論により、正義と責任、自他の敬愛
と協力を重んずる態度を養うことを意図し
た。（第 3 号） 

・近代日本の文学作品を、作者の生きた明治と
いう時代と関連付けながら論じた評論によ
り、我が国の伝統と文化、および他国の伝統
と文化をともに尊重する態度を養うことを意
図した。（第 5 号） 

164 頁～251 頁 

 

 

論述の方法 

・「日本文化における『いき』」「日本語の論
理性」というテーマの評論により、我が国の
伝統と文化、および他国の伝統と文化をとも
に尊重する態度を養うことを意図した。（第
5 号） 

・現代社会の仕組み・構造を「安楽への隷属」
という観点で分析した評論により、幅広い知
識と教養を身に付け、真理を求める態度を養
うことを意図した。（第 1 号） 

252 頁～284 頁 

 

 
第二章  

 

社会の中の言葉 

・学問と政治の関係を論じた評論により、我が
国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、
国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う
ことを意図した。（第 5 号） 

・「利害関心」の功罪と「正義」「寛容」の重
要性を述べた評論により、正義と責任を重ん
じつつ、公共の精神に基づいて主体的に社会
の形成に参画し、その発展に寄与する態度を
養うことを意図した。（第 3 号） 

286 頁～303 頁 

 

 

情報社会と私たち 

・情報社会に生きること、また、認知科学が明
らかにした生命システムについての評論によ
り、文系・理系の枠にとらわれず、幅広い分
野の知識と教養を身に付けることを意図し
た。（第 1 号） 

304 頁～323 頁 

 

 

比較と考察 

・公共施設としての図書館のあり方について述
べた評論により、公共の精神に基づき、主体
的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す
る態度を養うことを意図した。（第 3 号） 

・私たちの「名前」と「アイデンティティ」に
ついて述べた文章により、個人の価値を尊重
し、正義と責任を重んじる態度を養うことを
意図した。（第 2 号・第 3 号） 

324 頁～357 頁 

 

 
異文化との対話 

・自文化を相対化して他文化を理解する重要性
を訴える評論、言語の翻訳にとどまらない

358 頁～383 頁  



 

「文化の翻訳」について、近代日本の文学作
品と関連付けながら論じた評論により、我が
国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、
国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う
ことを意図した。（第 5 号） 

 

環境と人間 

・地球環境保全について論じた評論により、生
命や自然を大切にする態度を養うことを意図
した。（第 4 号） 

・「偶然」と「必然」を哲学的・神学的に分析
した評論により、幅広い知識と教養を身に付
け、真理を求める態度を養うことを意図し
た。（第 1 号） 

384 頁～409 頁 

 

 

思索の深化 

・「人間の意志や選択」についての評論によ
り、幅広い知識と教養を身に付け、真理を求
める態度、自主及び自律の精神を養うことを
意図した。（第 1 号・第 2 号） 

・「顔」を主題として精神と身体の関係を問い
直す評論により、幅広い知識と教養を身に付
け、真理を求める態度を養うことを意図し
た。（第 1 号） 

・「無常」についての評論により、伝統と文化
を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土
を愛することができるようにした。（第 5 
号） 

410 頁～430 頁 

 

 

考えの表出 

・労働の意味を考察する評論により、自主・自
律の精神を養うとともに、職業と生活との関
連を重視し勤労を重んずる態度を養うことを
意図した。（第 2 号） 

431 頁～441 頁 
 

 

実用の文章 

・資料を分析して情報を整理する活動、レポー
トの内容・構成を考える活動により、幅広い
知識と教養を身に付け、真理を求める態度を
養うこと、創造性を培うことができるように
した。（第 1 号・第 2 号） 

442 頁～456 頁 

 

 
表現編  

 
社会的なテーマを設
定し報告書を書く 

・調査結果および自身の考えをまとめる活動を
通して、知識と教養を身につけ、真理を求め
る態度を養えるようにした。（第 1 号） 

458 頁～463 頁  

 
実社会に関する文章
を読み小論文を書く 

・自身の考えを深めたり、適切に表現したりす
るための基本的な方法を身に付け、さまざま
な事柄に対して主体的に取り組む態度を培う
ことができるようにした。（第２号） 

464 頁～469 頁 
 

 
資料編・見返し  

 

表現キーワード 

・「思考」「動作」「感情」「物事の様子」に
関する複数の語を、各語の意味の違いに注意
しながら確認することで、日本語表現の奥深
さを実感し、伝統と文化を尊重する態度を養
えるようにした。（第５号） 

470 頁～479 頁 

 

 
評論キーワード・ 
ズームアップ 評論
テーマの理解を深め

る 

・主に論理的文章・資料などで扱われるキーワ
ードをまとめ、各テーマの背景知識について
深く掘り下げて解説することで、抽象的かつ
論理的な思考力を身に付け、自国および他国
の文化・社会への理解を深められるようにし
た。（第１号・第５号） 

480 頁～495 頁 

 

 
見返し 

・各題材に関連した資料などを通して、より学
習の理解を深め、幅広い知識と教養を養える
ようにした。（第１号） 

前見返し 
後見返し 

 

  



 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

⚫ 学校教育法第５１条２号「一般的な教養を高め、専門的な知識、技術及び技能を習得さ
せること」を踏まえ、教材の読解にとどまらず、教材に関連したテーマの理解を深めた
り、基本的な言語技術を確認したり、読書活動につなげたりできるようなコラム（「チ
ェックポイント」「ズームアップ」「解説」）を随所に掲載した。 

⚫ 学校教育法第５１条第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会
の発展に寄与する態度を養うこと」を踏まえ、各教材末には、現代社会のさまざまな話
題や問題を多角的な視点から考察できる設問や言語活動例を多数用意した。 

 

 



※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年
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編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

⑴収録教材・コラム的要素
・現代の社会生活に関するテーマについて述べた文章、図表や資料を用
いた文章など、さまざまな形式の文章に触れられるよう配慮した。
・ 「チェックポイント」コーナーを設けて、文章を読解したり表現した
りする際に身につけておきたい知識・技能を解説した。
・ 教材の読解から発展させて、教材のテーマについて理解を深めること
ができる「ズームアップ」コーナーを設けた。

・本編教材とあわせて学ぶことで理解
が深まる教材を掲載した「探究の扉」
コーナーを設けることで、資料を比較
したり関連づけたりする力を養えるよ
うにした。

１．編修上特に意を用いた点や特色

　利
他
と
い
う
語
は
、
あ
ま
り
聞
き
馴な

染じ

み
の
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
利
他
の
対
と
な

る
概
念
の
「
利
己
」
あ
る
い
は
「
利
己
的
」
な
ら
、
日
常
で
も
使
用
す
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。「
あ
の

人
は
利
己
的
だ
」
と
聞
け
ば
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
他
者
の
気
持
ち
や
利
益
を
考
え
る
こ
と
な
く
、

自
分
に
と
っ
て
の
損
得
や
利
害
を
中
心
に
し
て
勘
案
す
る
人
な
の
だ
な
、
と
思
え
る
で
し
ょ
う
。
利
己
的

と
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
ズ
ル
賢
い
人
、
と
も
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、「
利
己
的
」
と
は
、
相
手
の
こ
と

を
考
え
ず
に
、
自
分
の
こ
と
だ
け
考
え
、
自
己
利
益
を
優
先
さ
せ
る
振
る
舞
い
に
対
す
る
形
容
詞
だ
と
言

え
ま
す
。

　そ
う
で
あ
れ
ば
、「
利
他
」
あ
る
い
は
「
利
他
的
」
と
い
う
概
念
は
、
こ
れ
を
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
そ

の
近
い
意
味
が
取
り
出
せ
そ
う
に
思
え
ま
す
。

　利
他
と
は
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
、
助
け
た
り
、
そ
の
相
手
の
た
め
に
何
か
を
し
た
り
、
何
か
を
与

え
た
り
す
る
こ
と
、
と
。

510

人
間
の
豊
か
さ

利
他
と
は
何
か

近ち
か

内う
ち

悠ゆ
う

太た

二次元
コード
を記載

112利他とは何か◆

　ま
た
、
線
を
矢
印
に
し
て
、
時
間
の
推
移
、
因
果
関
係
や
相
関
関
係
な

ど
を
示
す
こ
と
も
で
き
る
。

　さ
ら
に
、
各
要
素
を
示
す
図
形
の
配
列
も
、
並
列
す
る
だ
け
で
な
く
、

上
下
に
置
い
た
り
片
方
を
も
う
片
方
の
中
に
置
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
相

互
の
関
係
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

2

図
で
読
み
を
深
め
る

　図
示
は
、
書
き
手
の
主
張
や
論
理
構
造
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

読
み
手
に
論
旨
の
深
い
理
解
や
類
推
の
た
め
の
手
立
て
を
提
供
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　例
え
ば
、
一三九頁
の
図
で
は
、「
ク
ジ
ラ
」「
鯨
」
と
異
な
る
表
記
で
示

さ
れ
る
、
こ
の
動
物
の
扱
い
を
め
ぐ
る
人
間
の
行
い
や
そ
の
背
景
を
な
す

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
、
複
数
の
楕だ

円え
ん

と
中
央
部
分
で
示
さ
れ
て
い
る
。

中
央
を
丸
く
囲
む
八
つ
の
楕
円
は
、
時
代
ご
と
に
移
り
変
わ
り
、
国
や
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
多
元
的
な
環
境
道
徳
を
示
す
。
そ
し
て
、
楕
円
に
囲

ま
れ
た
中
央
部
分
は
普
遍
的
に
共
有
可
能
な
環
境
倫
理
を
示
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
す
べ
て
が
「
自
然
の
摂
理
」
と
い
う
大
き
な
円
に
包
含
さ
れ
て
い

る
。　そ

れ
で
は
、
こ
の
大
き
な
円
が
示
す
「
自
然
の
摂
理
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
図
を
も
と
に
し
て
、
自
分
な
り
の

意
見
や
考
え
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

5101520

情
報
の
視
覚
化

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
❻

　効
果
的
な
情
報
伝
達
の
方
法
の
一
つ
に
、
図
に
よ
る
視
覚
化
が
あ
る
。

　プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
自
由
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
う

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
な
ど
で
視
覚
化
は
多
く
行
わ
れ
る
。
視
覚
化
に

お
け
る
、
要
素
を
整
理
・
付
加
・
削
除
す
る
と
い
う
作
業
が
、
考
え
の
深

化
や
新
た
な
発
見
を
促
す
か
ら
で
あ
る
。

1

視
覚
化
の
方
法

　視
覚
化
に
お
い
て
は
、
個
々
の
要
素
の
示
し
方
と
要
素
ど
う
し
の
関
連

づ
け
が
大
切
で
あ
る
。

　個
々
の
要
素
に
つ
い

て
は
円
な
ど
の
図
形
を

用
い
て
分
類
す
る
。

　要
素
ど
う
し
の
関
係

を
線
で
示
す
場
合
は
、

強
い
つ
な
が
り
は
太
く

濃
い
線
を
、
逆
の
場
合

は
点
線
や
破
線
を
用
い

る
と
関
係
性
が
わ
か
り

や
す
く
な
る
。

51015

通常の関係づけ 強い関連 弱い関連

A B BA C

論理の推移 時間の流れ

A B 現在過去 未来

A

Y
X

Z

YX Z

AがX，Y，Zを
それぞれ内包している

AからX，Y，Zが
導き出せる

A

142チェックポイント６◆

2

「
精
神
」
と
「
身
体
」
は
分
離
で
き
な
い

　
し
か
し
、「
精
神
」
と
「
身
体
」
の
「
二

元
論
」
で
は
、
人
間
の
全
体
を
と
ら
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
人
間
の「
身
体
」

を
「
物
体
」
と
見
な
す
近
代
医
学
に
よ
っ
て
、

多
く
の
病
気
の
治
療
法
が
発
明
さ
れ
た
。
し

か
し
近
代
医
学
は
個
々
の
病
気
の
治
療
法
を

提
供
す
る
だ
け
で
、
人
間
の
全
体
を
健
康
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
近
代
医
学
の
成
果

は
認
め
つ
つ
、
人
間
を
全
体
と
し
て
と
ら
え

る
「
身
体
論
」
に
つ
い
て
も
理
解
し
た
い
。

1

近
代
に
分
離
さ
れ
た
「
精
神
」
と
「
身
体
」

　
近
代
と
は
、「
精
神
」
と
「
身
体
」
が
完
全
に
分
離
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
デ
カ
ル
ト
が
「
わ
れ
思
う
、
ゆ
え
に
わ
れ
あ
り
」
と

言
っ
た
の
は
有
名
だ
が
、
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。〈
私
は

外
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
存
在
を
疑
う
こ
と
が
で
き
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の

の
存
在
は
疑
わ
し
い
。
し
か
し
、「
疑
う
私
」、
す
な
わ
ち
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
思
う
「
私
」
＝
「
私
の
精
神
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
疑
い
え
な
い
。

「
私
」
が
存
在
し
な
け
れ
ば
何
事
を
疑
う
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。〉
そ
こ
か
ら
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
「
私
」
＝
「
精
神
」
を
中
心
に
世

界
を
眺
め
る
立
場
を
取
る
。
そ
し
て
、「
精
神
」
以
外
の
外
界
の
す
べ
て

を
単
な
る
「
物
体
の
延
長
」
と
見
な
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
物
心
二
元

論
」
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
デ
カ
ル
ト
が
「
わ
れ
思
う
、
ゆ
え
に
わ
れ
あ
り
」
と
言
う

と
き
の
「
わ
れ
」
に
「
身
体
」
は
含
ま
れ
な
い
。「
精
神
」
の
み
が
疑
い

え
な
い
す
べ
て
の
出
発
点
で
、「
身
体
」
は
、
例
え
ば
机
や
椅
子
と
同
等

の
単
な
る
「
物
体
」
と
見
な
さ
れ
た
。

51015

510

「
精
神
」と「
身
体
」は

　
　
　
　分
離
で
き
な
い

ズーム
アップ

四八八頁
「
近
代
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
、
そ
し
て
現
代
へ
」

関連書籍

伊
い

藤
とう

亜
あ

紗
さ

「
そ
の
人
の
そ
の
体
ら
し
さ
」

に
つ
い
て
、
多
く
の
具
体
的
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
い
て
語
ら
れ

る
。
現
代
に
お
け
る「
身
体
論
」

の
重
要
性
が
わ
か
る
。

「
わ
れ
思
う
、
ゆ
え
に
わ
れ
あ

り
」
で
有
名
な
哲
学
の
古
典
。

哲
学
的
に
考
え
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

『記憶する体』

『方法叙説』

ルネ・
デカルト

（小
こ

泉
いずみ

義
よし

之
ゆき

 訳）

物心二元論

人間 人間

精神

支配

身体

精神

身体

身体論

424ズームアップ 「精神」と「身体」は分離できない◆
母
か
ら
預
か
る
気
持
ち
で
対
し
て
い
た
の
だ
っ
た
が
、
あ
る
夜
遅
く

な
っ
て
か
ら
、
私
の
寝
て
い
た
日
本
間
に
父
が
本
を
取
り
に
入
っ
て

来
た
こ
と
が
あ
る
。
父
が
大
事
に
し
て
い
た
鷗
外
全
集
と
鏡
花
全
集

が
そ
の
部
屋
の
本
棚
に
並
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
本
棚
の
前
に

し
ゃ
が
み
こ
む
よ
う
な
恰か
っ

好こ
う

で
、
私
に
は
か
な
り
長
く
思
え
た
時
間
、

父
は
兵へ

児こ

帯お
び

を
締
め
た
、
形
の
い
い
背
中
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
、

ペ
ー
ジ
を
繰
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
読
み
ふ
け
っ
た
り
し
た
後
、
探
し

て
い
た
も
の
を
よ
う
や
く
見
つ
け
た
の
だ
ろ
う
、
何
冊
か
を
抱
え
て

立
ち
上
が
り
、
廊
下
に
出
る
障
子
を
開
け
た
と
こ
ろ
で
、
ま
だ
机
に

向
か
っ
て
い
た
私
に
い
き
な
り
声
を
か
け
た
。

1

2

　こ
の
頃
の
若
い
人
は
本
を
読
ま
な
い
と
言
っ
て
私
た
ち
は
悲
し
ん

だ
り
目
を
三
角
に
し
た
り
す
る
け
れ
ど
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
今

も
し
亡
く
な
っ
た
父
が
現
れ
て
、
た
と
え
ば
今
月
読
ん
だ
本
に
つ
い

て
訊た
ず

ね
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
き
っ
と
彼
は
あ
き
れ
顔

で
溜た
め

息い
き

を
つ
い
て
言
う
だ
ろ
う
。
情
け
な
い
な
あ
。
そ
ん
な
も
の
し

か
読
ん
で
な
い
の
か
。
お
前
の
読
む
本
は
い
つ
も
枝
葉
み
た
い
な
も

の
ば
か
り
だ
。
も
っ
と
大
事
な
本
を
読
め
。

　父
の
母
校
で
も
あ
っ
た
大
学
で
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
て
間
も
な

い
頃
の
こ
と
、
私
は
、
関
西
に
い
る
母
た
ち
か
ら
別
れ
て
、
一
人
東

京
の
家
に
い
た
。
と
き
ど
き
上
京
し
て
く
る
父
に
、
私
は
、
ど
こ
か

510

510

次
の
文
章
で
は
、
随
筆
家
の
須す

賀が

敦あ
つ
子こ

の
父
と
鷗
外
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
。
須
賀
敦
子
は
父
に
触
発
さ

れ
て
鷗
外
の
史
伝
や
歴
史
小
説
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
の

か
、
そ
の
経
緯
と
思
索
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

父
の
鷗
外

須す

賀が

敦あ
つ

子こ

│
比
べ
読
み

│

探
究
の
扉

378探究の扉 父の鷗外◆

　日
常
の
言
葉
に
お
い
て
漠
然
と
論
理
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

話
の
筋
道
で
あ
る
。
こ
の
筋
道
が
し
っ
か
り
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

と
、
話
が
通
じ
に
く
く
、
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
つ
ま
り
、「
線
」

的
な
も
の
で
あ
る
。
線
は
、
曲
が
っ
た
り
、
折
れ
た
り
せ
ず
、
ま
っ

す
ぐ
に
一
直
線
で
あ
る
の
が
、
明
快
で
望
ま
し
い
、
と
さ
れ
る
。

　言
葉
の
送
り
手
は
、
線
の
よ
う
な
言
葉
を
並
べ
、
つ
な
げ
て
い
く
。

そ
れ
を
受
け
手
が
た
ど
っ
て
意
味
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

　そ
の
送
り
手
と
受
け
手
が
、
心
理
的
に
近
接
、
親
密
で
あ
る
と
き
、

形
式
の
整
っ
た
線
的
論
理
が
情
報
過
多
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

わ
か
り
き
っ
た
、
見
当
の
つ
く
部
分
を
切
り
捨
て
て
も
伝
達
が
可
能

に
な
る
だ
け
で
は
な
い
。
線
が
う
る
さ
く
な
り
、
部
分
的
に
省
略
、

欠
落
さ
せ
る
。
そ
れ
が
表
現
を
引
き
締
め
、
密
度
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
線
の
部
分

的
風
化
が
お
こ
る
。

　普
通
の
線
的
筋
道
が
こ
う
し
て
、
だ
ん
だ
ん
短
く
な
り
、
さ
ら
に
、

退
化
す
る
と
、
点
に
な
る
。
線
的
論
理
が
い
わ
ゆ
る
論
理
で
あ
る
が
、

身
近
な
者
同
士
に
お
い
て
は
、
点
的
論
理
が
通
じ
合
い
、
お
も
し
ろ

く
な
っ
て
く
る
。

　人
と
人
と
の
心
理
的
距
離
が
大
き
け
れ
ば
、
用
い
ら
れ
る
言
葉
は
、

強
く
線
的
な
性
格
を
帯
び
る
必
要
が
あ
る
。
典
型
的
な
ケ
ー
ス
は
法

510

510

次
の
文
章
と
《
日
本
語
は
非
論
理
的
か
》
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
て
み
よ
う
。

│
比
べ
読
み

│

探
究
の
扉

日
本
的
論
理

外と

山や
ま

滋し
げ

比ひ

古こ
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・多彩な言語活動を通して、自分の考えを論理的に表現する力、
目的に応じて書く力を身につけられるようにした。

⑵表現編・資料編
・多様な資料を用いて、情報を吟味しながら自分の主張をまとめる力、多
面的・多角的な視点から自分の考えを表現する力を身につけられるように
した。
・論理的な文章や実社会の具
体的な場面で用いられる言葉
を例とともに示し、語彙力を
高められるようにした。また、
論理的な文章において示され
る人間・社会・自然などに対
するものの見方や考え方を解
説し、抽象的かつ論理的な思
考を深められるようにした。

⑶ デジタルコンテンツ
・ 各教材の見出し付近に掲載
した二次元コードを通じて、
さまざまな角度から本編教材
の理解を深めることができる

「学習用コンテンツ」を多数用
意した。

言
語
活
動
の
実
践

情
報
を
整
理
し
て
考
察
し
よ
う

　
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
と
き
、「
ど
の
よ

う
に
問
い
を
立
て
、
考
察
を
深
め
た
ら
よ
い
か
」
と
悩
む
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
自
分
の
興

味
や
関
心
と
素
直
な
気
持
ち
で

向
き
合
う
こ
と
が
大
切
だ
。

テ
ー
マ
に
関
連
す
る
情
報
を
集

め
、
整
理
し
て
、
疑
問
に
思
っ

た
点
や
、
興
味
を
持
っ
た
点
を

ノ
ー
ト
に
書
き
出
す
こ
と
か
ら

始
め
て
み
よ
う
。

情
報
を
集
め
考
察
す
る
方
法
を
学
ぶ

は
じ
め
に

外と

山や
ま

滋し
げ

比ひ

古こ

『
思
考
の
整
理
学
』

学んだ知識を整理し
て、自分の考えをま
とめるためのヒント
を提示する。

問いの立て方や研究
の進め方について、
演習を交えながら解
説する。

ト
ー
マ
ス
・
Ｓ
・
マ
ラ
ニ
ー
／
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
ア

安や
す
原は

ら
和か

ず
見み

（
訳
）

『
リ
サ
ー
チ
の
は
じ
め
か
た
』

　
情
報
を
整
理
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
際
、
複
数
の
資
料
が

す
で
に
提
示
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
資
料
を
自
ら
収
集

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
テ
ー
マ
を
一
つ
決
め

て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
多
様
な
資
料
を
収
集
し
、
調
べ
た
こ
と
を
整
理
し

て
、
自
分
の
考
え
を
論
述
し
て
み
よ
う
。

5

言
語
活
動

1
次
の
①
〜
③
の
例
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
一
つ
選
び
、
関
連
す
る
資
料

を
集
め
て
、
自
分
の
考
え
を
論
述
し
て
み
よ
う
。

　
①
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
自
己
表
現

　
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
教
育

　
③
Ａ
Ｉ
技
術
と
創
作
活
動

510

市い
ち

古こ

み
ど
り
（
編
著
）・

上う
え
岡お

か
真ま

紀き

子こ

・
保ほ

坂さ
か

睦
む
つ
み

『
資
料
検
索
入
門
』

情報探索の入門書。
必要な資料を検索し、
入手する方法を学ぶ
ことができる。

356言語活動の実践 情報を整理して考察しよう◆

1
報
告
書
と
は

　報
告
書
と
は
、
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
研
究
調
査
結
果
な
ど
を
客

観
的
に
伝
え
る
文
章
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
テ
ー
マ
と
な
る
課
題
や

研
究
に
つ
い
て
、
調
査
・
実
験
の
方
法
や
内
容
、
収
集
し
た
資
料
が

整
理
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
分
析
や
結
論
、
解
決
す
べ
き
課
題
な
ど
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

　報
告
書
は
、
感
想
文
や
小
論
文
な
ど
の
よ
う
に
自
分
の
思
い
や
考

え
を
主
張
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
調
査
・
分
析

し
た
事
実
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

5

▼
テ
ー
マ
を
設
定
し
調
査
し
た
結
果
を
客
観
的
に
伝
え
る
。

▼
報
告
書
の
基
本
的
な
構
成
を
理
解
し
、
論
理
的
に
書
く
。

目
標

社
会
的
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
報
告
書
を
書
く

実
践
1

上う
え

田だ

紀の
り

行ゆ
き《「

内
的
成
長
」社
会
へ
》（

三四頁
）

を
読
ん
で
自
分
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を
行
っ
て
、

報
告
書
を
作
成
し
て
み
よ
う
。

活
動
例

テ
ー
マ
設
定

　《「
内
的
成
長
」
社
会
へ
》
を
読
み
、
次
の
三
点
を
テ
ー
マ
の
候
補

と
し
て
あ
げ
た
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
中
間
社
会
）
の
崩
壊

②
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
「
多
様
な
意
味
」

の
圧
殺

③
「
生
き
る
意
味
」
を
育
む
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
創
造

　今
回
は
、
同
じ
高
校
生
や
文
化
祭
の
来
場
者
を
報
告
の
対
象
と
し

て
設
定
し
て
お
り
、
本
文
で
も
「
学
校
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
よ
り
身
近
な
①
・
③
を
も
と
に

テ
ー
マ
を
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

テ
ー
マ
「
生
き
る
意
味
」
を
育
む
学
校

458社会的なテーマを設定し報告書を書く◆

古
代
・
中
世
か
ら
「
近
代
」
へ

1　「近
代
」
は
人
間
が
「
主
役
」
の
時
代
で
あ
る
。
古
代
・
中
世
に
お

い
て
、
物
事
の
秩
序
や
正
し
さ
の
基
準
は
、
神
や
自
然
な
ど
、
人
間
の

「
外
側
」
に
あ
っ
た
。
し
か
し
近
代
に
な
る
と
、
物
事
の
秩
序
・
正
し

さ
の
基
準
が
人
間
の
「
内
側
」
に
移
動
す
る
。
こ
れ
が
「
理
性
」
で
あ

る
。
理
性
的
存
在
者
た
る
人
間
が
、
正
し
さ
の
基
準
と
し
て
世
界
の
中

心
的
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

デ
カ
ル
ト
の
「
物
心
二
元
論
」「
機
械
論
的
自
然
観
」

2　デ
カ
ル
ト
は
、「
考
え
る
」
働
き
で
あ
る
「
理
性
」
を
重
視
し
た
。

理
性
は
万
人
に
等
し
く
備
わ
っ
て
お
り
、
人
間
は
自
ら
の
理
性
を
正
し

く
働
か
せ
る
こ
と
で
、
真
偽
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

　人
間
を
、
理
性
を
持
っ
た
考
え
る
存
在
だ
と
と
ら
え
る
デ
カ
ル
ト
は
、

人
間
の
「
精
神
」
と
「
物
体
」
と
を
明
確
に
区
別
す
る
。「
考
え
る

（
思し

惟い

）」
こ
と
を
本
性
と
す
る
精
神
と
、
考
え
る
こ
と
が
な
く
、
単

な
る
「
広
が
り
（
延
長
）」
で
あ
る
こ
と
を
本
性
と
す
る
物
体
と
は
、

全
く
別
々
の
実
体
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
物
心
二
元
論
」
と
言
う
。

ま
た
、
こ
の
見
方
は
人
間
の
身
体
を
も
単
な
る
「
広
が
り
（
延
長
）」

と
み
な
し
て
精
神
と
区
別
す
る
た
め
、「
心
身
二
元
論
」と
も
呼
ば
れ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
自
然
を
機
械
の
よ
う
な
合
理
的
仕
組
み
を
持
つ
物
体

の
広
が
り
と
み
な
す
「
機
械
論
的
自
然
観
」
に
つ
な
が
る
。

「
理
性
」
は
信
用
で
き
る
の
か
？

3　近
代
人
は
、
神
な
ど
の
絶
対
的
存
在
に
頼
る
こ
と
な
く
、
理
性
の
力

だ
け
で
真
理
に
到
達
で
き
る
と
自
ら
考
え
る
。
ま
た
、
人
間
の
理
性
は
、

広
が
り
を
持
っ
た
物
体
で
あ
る
自
然
の
う
ち
に
合
理
的
な
秩
序
を
見
い

だ
す
こ
と
で
、
自
然
の
支
配
・
操
作
を
可
能
に
す
る
。
こ
う
し
て
、
世

界
は
人
間
の
力
に
よ
り
進
歩
・
発
展
を
続
け
る
と
い
う
人
間
中
心
主
義
・

進
歩
史
観
が
生
ま
れ
る
。

　し
か
し
、
こ
う
し
た
楽
観
的
思
考
は
次
第
に
疑
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

特
に
、
二
十
世
紀
の
二
度
の
世
界
大
戦
の
悲
劇
は
、
人
間
の
理
性
に
対

す
る
信
頼
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
人
間
の
理
性
を
絶
対

視
す
る
近
代
の
価
値
観
を
再
検
討
す
る
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
の
思
潮
な

ど
が
広
が
り
、
現
代
に
至
る
。

近
代
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
、

そ
し
て
現
代
へ
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資料 2 高校生のSNSの利用に関する調査

調査時期：2023 年 9 月～ 2024 年 1 月
調査対象：日本・米国・中国・韓国の高校生
調査有効数：日本（4,356 人）米国（1,512 人）中国（7,750 人）韓国（1,508 人）
調査方法：集団質問紙法または学校を通してのウェブ調査
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図1  平日の1日あたりのSNSを利用する時間
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図2  休日の1日あたりのSNSを利用する時間
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